
の し ろ 市 議 会 だ よ り
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◆
旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の
使
用
権
を
廃

止
し
ま
す

　

小
掛
地
区
が
使
用
権
を
有
す
る
公
有
財

産
の
一
部
を
通
信
鉄
塔
建
設
用
地
と
し
て

貸
与
す
る
た
め
、
当
該
使
用
権
を
廃
止
し

ま
す
。

◆
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を
変
更
し

ま
す

　

馬
子
岱
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
、

林
道
西
ノ
沢
小
滝
線
開
設
事
業
の
変
更
及

び
林
業
専
用
道
梅
内
沢
線
開
設
事
業
を
追

加
し
ま
す
。

◆
能
代
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
め
ま
す
（
可
決
21
人
、
否
決
２
人
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
課

税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
二

ツ
井
地
域
の
税
率
を
能
代
地
域
と
統
一
す

る
た
め
改
定
し
ま
す
。

◆
能
代
市
総
合
体
育
館
条
例
等
の
一
部
を

改
め
ま
す

　

体
育
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
た
め
、
条
項
を
追
加
し
ま
す
。

○
平
成
22
年
度
能
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算

○
平
成
22
年
度
能
代
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

○
能
代
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
能
代
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
の
た
め
の

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
能
代
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）
は
４
１
３
８
万

７
千
円
の
追
加
、
補
正
予
算
（
第
２
号
）

は
１
億
７
１
８
０
万
円
の
追
加
で
、
予
算

総
額
は
２
８
０
億
２
４
１
８
万
７
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
復
旧
支
援
資

金
に
利
子
補
給
し
ま
す　

４
１
０
０
万
円

　

秋
田
県
が
行
う
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
復
旧
資
金
に
係
る
利
子
を
２
年
間
補
助

し
、
市
内
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
館
に
大
型
地
球
儀
を
展
示
し
ま
す

３
８
万
７
千
円

　

神
奈
川
県
相
模
原
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

大
型
地
球
儀
を
子
ど
も
館
に
設
置
し
ま
す
。

（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。）

◆
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
対
応
し
ま
す

２
８
６
万
円

　

市
税
や
国
保
税
等
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
、
電
算
シ
ス

テ
ム
の
改
修
を
委
託
し
ま
す
。

◆
既
存
小
規
模
福
祉
施
設
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
整
備
に
助
成
し
ま
す

１
９
３
０
万
５
千
円

　６月定例会は、二ツ井町庁舎議場において、５月 31日から６月17 日まで18 日間の会期で
行われました。
　提出された議案は、一般会計補正予算、特別会計補正予算など全16 件で、審議の結果、全
ての議案を可決・承認・同意しました。
　陳情は、１件を採択、１件を継続審査としました。
　また、今定例会では、能代山本広域市町村圏組合議会議員欠員１名を選出したほか、在職
20 年以上の議員に表彰状の伝達が行われました。

主
な
単
行
議
案

専
決
処
分
の
承
認

23
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
内
容
・
事
業

一般会計補正予算は全会一致で可決

6
月
定
例
会
の
概
要

6
月
定
例
会
の
概
要


